◆Fにチェックして
〓ラルクあれば
●ゴヂラのバットがあれば540へ●なければ400
461
ぼくらの体はフワッと浮いたかと思うとまっ逆さま!そう、穴に落ちてしまったのだ。
穴はとても深くて、このまま地面に叩きつけられたら、ぼくらの体はきっとバラバラのグシ
ヤグシャのスプラッターだ!そ、そんな……。
「ママ-」と、ぼくが叫んだ次の瞬間-
むぎゅうく。ぼくらの体は弾力のあるマットのようなものに沈んだ
見ると、ぼくらの下では大きなモグラ、そう例の穴の主がのびているではないか。
「私たち、何にもしないで敵を倒しちゃったのね!」と、ポーラがコロコロと笑えば、
「落下速度と落下距離、ぼくらの体重から割だして、相当なGがかかってるからね」
と、ジェフが解説。なにはともあれ、めでたしめでたし!
「あの化け物たちをやっつけてくれたとは!え?埋蔵金掘りを手伝う?いいって、い
いって。ここは穴掘のプロに任せておきな。金が出たらあんたたちにやっからよ〓」
穴の外で待っていたモッチーさんは、ぼくらの報告に大喜び。
「それじやあ、お願いします!

